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１ 単元名 開演！劇団 Max Smile － 教材文「ニャーゴ」 －１ 単元名 開演！劇団 Max Smile － 教材文「ニャーゴ」 －１ 単元名 開演！劇団 Max Smile － 教材文「ニャーゴ」 －１ 単元名 開演！劇団 Max Smile － 教材文「ニャーゴ」 －

２ 本単元の価値２ 本単元の価値２ 本単元の価値２ 本単元の価値
本単元は，新学習指導要領における第１学年及び第２学年の次の指導事項を受けて設定する。

１(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。
カ 文の中における主語と述語との関係に気付くこと。

２．Ｃ 読むこと
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
イ 場面の様子や登場人物の行動など，内容の大体を捉えること。
エ 場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像すること。
(2) (1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。
イ 読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想などを伝え合ったり，演じ

たりする活動。

本単元では，物語「ニャーゴ」を教材文（※別紙，資料参照）とす
る。食べようとする猫の目論みを知らず一貫して無邪気に振る舞う三
匹の子ねずみたちと，この子ねずみたちの無邪気さによって心情を変
化させていく猫とが，軽妙な会話文を中心にして描かれている。

また，言語活動として「音読劇で『ニャーゴ』を紹介すること」，「音
読劇開演を伝えるポスターをつくること」を設定する。音読劇は，生
活班（３～４人）の中で役割（登場人物，ナレーター）を分担して，
音読で１年生に物語を紹介することとする。「音読劇開演を伝えるポス
ター」には，開催日時や開催場所等だけでなく，登場人物（猫・子ね
ずみたち）を紹介する欄を組み込む。そして，音読劇を開催する前に，
このポスターを使って１年生を音読劇に招待することとする。

このような言語活動を設定した本単元では，特に，登場人物の猫の紹介を考える場面におい
て，次のように資質・能力を育成することができるところに価値がある。あああああああああ

一つめは，目的に応じて読もうとする態度の育成である。登場人物を紹介するためには，そ
の登場人物がどのような人物なのかを示す根拠となる言葉が必要となる。「どの言葉から登場人
物のどのような人物像が分かるか」という問いをもった子どもは，人物像が分かる言葉を求め
て読もうとする。ああああああああああああああああああああああああああああああああああ

二つめは，言葉の働きや主語と述語との関係に関する知識・技能の育成である。根拠となる
言葉を探すためには，どの言葉が誰の言動を表しているのかを見定める必要がある。その際に
子どもは，言葉の働きや主語と述語との関係に関する知識・技能を用いる。ああああああああ

三つめは，登場人物に関する言葉を基に登場人物の行動や心情を具体的に想像する力の育成
である。根拠となる言葉を判断するためには，その言葉が根拠となる理由が必要となる。言葉
を判断する際に，子どもは言葉を基に想像する力を発揮して言葉を選び出す。あああああああ

３ 目指す姿３ 目指す姿３ 目指す姿３ 目指す姿
言葉と言葉とを関係付けて読み，猫の人物像をとらえる子ども言葉と言葉とを関係付けて読み，猫の人物像をとらえる子ども言葉と言葉とを関係付けて読み，猫の人物像をとらえる子ども言葉と言葉とを関係付けて読み，猫の人物像をとらえる子ども

具体的には，「言葉による見方・考え方」を働かせ，猫の言動に関する言葉を基に猫の行動
や心情を具体的に想像する力等を発揮して，猫の人物像を表現している姿ああああああああ

４ 働かせる「見方・考え方」４ 働かせる「見方・考え方」４ 働かせる「見方・考え方」４ 働かせる「見方・考え方」
「言葉による見方・考え方」「言葉による見方・考え方」「言葉による見方・考え方」「言葉による見方・考え方」

具体的には，猫の言動に関する言葉の意味に着目し，猫の言動に関する言葉と猫の人物像
とを関係付けて考えることあああああああああああああああああああああああああああああ

５ 育成する資質・能力５ 育成する資質・能力５ 育成する資質・能力５ 育成する資質・能力
別紙，「指導計画」参照

６ 指導の構想６ 指導の構想６ 指導の構想６ 指導の構想
単元の一次では，まず，１学年担任からの依頼という形で言語活動「音読劇で『ニャーゴ』

を紹介すること」を提示し，別の物語の音読劇をモデルとして見せる。次に，教材文「ニャー
ゴ」と出合わせた後に登場人物と出来事とを問い，音読の役割を提示して練習に取り組ませる。



その後，言語活動「音読劇開演を伝えるポスターをつくること」とポスターの形式とを提示
し，猫の人物像と根拠とした言葉とを問う。子どもは，例えば，「ずる賢い猫だと思う。子ねず
みたちと一緒に桃を食べているときに心の中で『おなかいっぱいになったら，こいつらが食べ
られなくなるからな。ひひひひ。』と笑っていて，子ねずみたちをだまして食べようとしている
から」などと直接的な表現の言葉を根拠とし，登場人物の猫の人物像を一面的にとらえている。

このような子どもに，次のように働き掛ける。
働き掛け１働き掛け１働き掛け１働き掛け１
猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し，感じた疑問とその理由とを問う。猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し，感じた疑問とその理由とを問う。猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し，感じた疑問とその理由とを問う。猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し，感じた疑問とその理由とを問う。

問いをもたせ，「言葉による見方・考え方」を引き出すための働き掛けである。ああああああ
まず，猫の人物像として多く挙げられていた性格や人柄を伝え，根拠となる言葉を複数例示

する。その際，直接的な表現の言葉と暗示的な表現の言葉とを示す。子どもは，自分が考えて
いた言葉との相違から，「どうしてその言葉なのだろうか」などと問いをもつ。あああああああ

次に，感じた疑問とその理由とを問う。これにより，「言葉による見方・考え方」を引き出し，
学習課題の設定へとつなげる。子どもは，「どうしてその言葉から，どのような猫なのかが分か
るのか」などと，「言葉による見方・考え方」「言葉による見方・考え方」「言葉による見方・考え方」「言葉による見方・考え方」を働かせ始める。これらの疑問をまとめ，「『ニャ
ーゴ』に出てくる猫をどのような猫と紹介するか」という学習課題を設定する。ああああああ

働き掛け２働き掛け２働き掛け２働き掛け２
例示した言葉を分類して分かることを問うた後，それぞれの言葉から猫の何が分かると例示した言葉を分類して分かることを問うた後，それぞれの言葉から猫の何が分かると例示した言葉を分類して分かることを問うた後，それぞれの言葉から猫の何が分かると例示した言葉を分類して分かることを問うた後，それぞれの言葉から猫の何が分かると

どのような猫かを考えられるか，考えるためにどうするかを問う。どのような猫かを考えられるか，考えるためにどうするかを問う。どのような猫かを考えられるか，考えるためにどうするかを問う。どのような猫かを考えられるか，考えるためにどうするかを問う。

「言葉による見方・考え方」を明確化し，見通しをもたせるための働き掛けである。あああ
まず，例示した言葉を言動で分類して分かることを問う。これにより，人物像の根拠となる

言葉が猫の言動に関する言葉であることをつかませる。子どもは，「猫のした言葉だ」「猫の話
した言葉だ」などと，猫の言動に関する言葉で分類されていることに気付く。あああああああ

次に，それぞれの言葉から猫の何が分かるとどのような猫かを考えられるか，考えるために
どうするかを問う。これにより，猫の言動に関する言葉から猫の心情をつかむこと，そのため
に猫の言動に関する言葉を意識して読むことを共有させる。子どもは，「猫の言葉を見付けて，
その言葉から猫の気持ちを考えれば猫がどのような猫なのかが分かる」などと「言葉による見「言葉による見「言葉による見「言葉による見
方・考え方」方・考え方」方・考え方」方・考え方」を明確にもつ。そして，「そのためにもう一度教科書を読もう」（国語科③）（国語科③）（国語科③）（国語科③）など
と，課題解決の見通しをもつ。また，「ツールを使って考えたい」などの方法も挙げる。あああ

働き掛け３働き掛け３働き掛け３働き掛け３
個人で読む場を設定した後，どの言葉から猫のどのような心情が分かったのかを伝え合個人で読む場を設定した後，どの言葉から猫のどのような心情が分かったのかを伝え合個人で読む場を設定した後，どの言葉から猫のどのような心情が分かったのかを伝え合個人で読む場を設定した後，どの言葉から猫のどのような心情が分かったのかを伝え合

う場を設定する。う場を設定する。う場を設定する。う場を設定する。

言葉を吟味し，課題解決に必要な情報を収集・整理させるための働き掛けである。ああああ
まず，ツールを配付して個人で読む場を設定する。これにより，物語の文脈に即して言葉を

吟味させるのである。子どもは，教材文から猫の言動に関する言葉を見定め（国語科①（国語科①（国語科①（国語科①）））），ツー
ルに猫の言動に関する言葉を書き出していく。また，猫の言動に関する言葉から猫の心情を想
像し（国語科②（国語科②（国語科②（国語科②）））），書き出した言葉につなげて書き足していく（ツール活用能力（ツール活用能力（ツール活用能力（ツール活用能力））））。あああああ

次に，どの言葉から猫のどのような心情が分かったのかを伝え合う場を設定する。これによ
り，解釈の交流を促し，課題解決に必要な情報を判断する手掛かりとさせるのである。子ども
は，「この言葉から猫のこのような気持ちが分かる」「同じような気持ちは，猫のこの言葉から
も分かる」「その言葉からは，このような猫の気持ちも分かる」などと話し合っていく（（（（協働性協働性協働性協働性））））。

働き掛け４働き掛け４働き掛け４働き掛け４
課題解決のために必要な言葉を問い，言語活動に応じた表現の場を設定する。課題解決のために必要な言葉を問い，言語活動に応じた表現の場を設定する。課題解決のために必要な言葉を問い，言語活動に応じた表現の場を設定する。課題解決のために必要な言葉を問い，言語活動に応じた表現の場を設定する。

課題解決に必要な情報を判断させ，課題解決させるための働き掛けである。
まず，「『ニャーゴ』に出てくる猫がどのような猫かを紹介するために，必要な言葉はど

れか」などと，課題解決のために必要な言葉を問う。子どもは，「この言葉からはこのよう
な猫の気持ちが分かる。この言葉からはこのような猫の気持ちが分かる。登場人物の猫を
紹介するためにはどちらの言葉も必要だから，どちらの言葉も使って紹介しよう」などと，
人物像の根拠となる複数の言葉が必要だと判断する。あああ
次に，言語活動に応じた表現の場を設定する。子どもは，課題解決に必要だと判断した

複数の言葉を根拠として，人物像を表現する。この姿が，言葉と言葉とを関係付けて読み言葉と言葉とを関係付けて読み言葉と言葉とを関係付けて読み言葉と言葉とを関係付けて読み，，，，
猫の人物像をとらえる子ども猫の人物像をとらえる子ども猫の人物像をとらえる子ども猫の人物像をとらえる子どもの姿である。あああああああああああああああああああああ

働き掛け５働き掛け５働き掛け５働き掛け５
「分かったこと・できたこと」という二つの観点を提示して，学習の振り返りの場を「分かったこと・できたこと」という二つの観点を提示して，学習の振り返りの場を「分かったこと・できたこと」という二つの観点を提示して，学習の振り返りの場を「分かったこと・できたこと」という二つの観点を提示して，学習の振り返りの場を

設定する。設定する。設定する。設定する。

発揮した様々な資質・能力の自覚を促すための働き掛けである。
「分かったこと・できたこと」という二つの観点を提示して，学習の振り返りの場を設

定する。子どもは，「猫の言葉から猫の気持ちを考えて，どのような猫かを考えることがで
きた」（国語科②）（国語科②）（国語科②）（国語科②）など，課題解決の過程で発揮した様々な資質・能力を自覚する。あああ

７ 指導計画 全14時間７ 指導計画 全14時間７ 指導計画 全14時間７ 指導計画 全14時間
別紙，「指導計画」参照



８ 本時の構想＜第１日目＞ ６／14時間（45分授業）８ 本時の構想＜第１日目＞ ６／14時間（45分授業）８ 本時の構想＜第１日目＞ ６／14時間（45分授業）８ 本時の構想＜第１日目＞ ６／14時間（45分授業）
(1) 本時のねらい(1) 本時のねらい(1) 本時のねらい(1) 本時のねらい

「言葉による見方・考え方」を明確にもち，教材文から猫の言動に関する言葉を見定めて，
その言葉から分かる猫の心情を想像することができる。

(2) 展 開(2) 展 開(2) 展 開(2) 展 開

学習活動と子どもの姿 ☆資質・能力☆資質・能力☆資質・能力☆資質・能力 教 師 の 働 き 掛 け

１ 猫の人物像の根拠となる言葉を知り，問い ○猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し１ 猫の人物像の根拠となる言葉を知り，問い ○猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し１ 猫の人物像の根拠となる言葉を知り，問い ○猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し１ 猫の人物像の根拠となる言葉を知り，問い ○猫の人物像の根拠となる言葉を複数例示し
をもつ。 感じた疑問とその理由とを問う。をもつ。 感じた疑問とその理由とを問う。をもつ。 感じた疑問とその理由とを問う。をもつ。 感じた疑問とその理由とを問う。

【働き掛け１】【働き掛け１】【働き掛け１】【働き掛け１】
・やっぱり。「ニャーゴ」に出てくる猫は， ・説明「前の時間に，『ニャーゴ』に出てく

こわい猫だと僕も思ったよ。 る猫がどんな猫だと思うかを書きま
・わたしも，同じように思ったな。心の中で したね」

「ひひひひ」なんて笑っていて，ずる賢い ※ 前時の記述を基に，多く挙げられていた
猫だよ。 猫の人物像（性格や人柄）を伝える。

・そうそう。「ひひひひ」と心の中で笑って ・説明「どんな猫かを考えたときに，みんな
いる言葉から，わたしもわるい猫なんだと は，例えばこの言葉から考えたそう
思ったよ。 です」

・「できるだけこわい顔でさけびました」と ※ まず，直接的な表現の言葉を示す。
いう言葉からも，子ねずみたちを食べよう ・おなかいっぱいになったら，こいつらが
としていると思うな。 食べられなくなるからな。ひひひひ。

・ニャーゴ できるだけこわい顔でさけび
・ええ。どうして。 ました。
・なんで，その言葉なんだろう。 ※ 次に，暗示的な表現の言葉を示す。
・「ええ」と思ったのは，「ももをだいじそ ・ももをだいじそうにかかえたまま
うにかかえたまま」という言葉です。 ・ニャーゴ 小さな声で答えました。

・どうして，「ももをだいじそうにかかえた ・発問「どの言葉に『ええ』と思ったのです
まま」という言葉から，どんな猫かが分か か」
るのかな。 ・発問「どうして，その言葉に『ええ』と思

・「ニャーゴ 小さな声で答えました」とい ったのですか」
う言葉も，どんな猫なのか分からないと思 ※ 子どもの疑問やその理由についての発言
います。 から，学習課題を設定する。

・同じ理由なんですけど，どうして「ニャー
ゴ 小さな声で答えました」という言葉か 【学習課題】
ら，どんな猫なのかが分かるのか疑問です。 「ニャーゴ」に出てくる猫を，どのよ

うな猫と紹介するか。

２ 課題解決の見通しをもつ。 ○例示した言葉を分類掲示して分かることを２ 課題解決の見通しをもつ。 ○例示した言葉を分類掲示して分かることを２ 課題解決の見通しをもつ。 ○例示した言葉を分類掲示して分かることを２ 課題解決の見通しをもつ。 ○例示した言葉を分類掲示して分かることを
問う。 【働き掛け２－①】問う。 【働き掛け２－①】問う。 【働き掛け２－①】問う。 【働き掛け２－①】

・右と左とで，言葉が２つの部屋に分けられ ※ 例示した言葉を，次のように猫の言動の
ているな。 言葉に分類して掲示する。

・右側は，「さけびました」「答えました」
という言葉だから，猫が言った言葉だと思 ・ニャーゴ できる ・おなかいっぱいに
うよ。 だけこわい顔でさ なったら，こいつ

・そうだね。右側の言葉は，どちらも「ニャ けびました。 らが食べられなく
ーゴ」という言葉もあるから，猫の言った ・ニャーゴ 小さな なるからな。ひひ
言葉でよいと思うな。 声で答えました。 ひひ。

・だったら，左側は，「ひひひひ」と心の中 ・ももをだいじそう
で思っている言葉や，「かかえた」という にかかえたまま
言葉だから，猫がした言葉になるね。

・猫が言った言葉や猫がした言葉から，どん ・発問「右側の言葉と左側の言葉とで，分か
な猫かを考えていたんだね。 ることは何ですか」

○それぞれの言葉から猫の何が分かるとどの○それぞれの言葉から猫の何が分かるとどの○それぞれの言葉から猫の何が分かるとどの○それぞれの言葉から猫の何が分かるとどの
ような猫かを考えられるか，考えるためにような猫かを考えられるか，考えるためにような猫かを考えられるか，考えるためにような猫かを考えられるか，考えるために
どうするかを問う。 【働き掛け２－②】どうするかを問う。 【働き掛け２－②】どうするかを問う。 【働き掛け２－②】どうするかを問う。 【働き掛け２－②】

・猫が言った言葉や猫がした言葉から，猫の ・発問「猫が言った言葉や猫がした言葉から
気持ちが分かれば，どんな猫なのかを考え 猫の何が分かると，どのような猫か
ることができると思います。 を考えることができますか」

・猫の気持ちが分かれば，どうして猫がそう ※ 必要に応じ，子どもの発言内容や発言内
言ったのかや，そうしたのかが分かって， 容の理由を全体に問い返す。
この猫がどんな猫かが分かると思うからで ※ 子どもの発言を整理して，黒板に板書す
す。 る。



・猫が言った言葉や猫がした言葉に注目して ・発問「では，『ニャーゴ』に出てくる猫が
読めばよいと思います。 ☆国語科③☆国語科③☆国語科③☆国語科③ どのような猫かを考えるために，こ

・同じです。猫が言ったりしたりした言葉が れからすることは何ですか」
どれかを探しながら教科書を読むとよいと ※ 必要に応じ，子どもの発言内容や発言内
思います。 ☆国語科③☆国語科③☆国語科③☆国語科③ 容の理由を全体に問い返す。

・猫の気持ちを考えたいから，ウェビングマ ※ 子どもの発言を整理して，黒板に板書す
ップを使って，言葉を広げていけばよいと る。
思います。 ※ 使いたいツールが何かを問う。

３ 猫の言動に関する言葉を見定め，その言葉 ○個人で読む場を設定する。３ 猫の言動に関する言葉を見定め，その言葉 ○個人で読む場を設定する。３ 猫の言動に関する言葉を見定め，その言葉 ○個人で読む場を設定する。３ 猫の言動に関する言葉を見定め，その言葉 ○個人で読む場を設定する。
から分かる猫の心情を想像する。 【働き掛け３－①】から分かる猫の心情を想像する。 【働き掛け３－①】から分かる猫の心情を想像する。 【働き掛け３－①】から分かる猫の心情を想像する。 【働き掛け３－①】

☆ツール活用能力☆ツール活用能力☆ツール活用能力☆ツール活用能力 ・指示「それでは，これから『ニャーゴ』を
・黒板に貼ってある言葉のほかに，どんな言 読んで，猫の言った言葉やした言葉

葉があったかな。 を見付けましょう」
・「手をふり上げて立っていました」という ・説明「見付けた言葉や，その言葉から分か

言葉は，猫のした言葉だな。この言葉から る猫の気持ちを，ウェビングマップ
は，ねずみを食べてやろうという猫の気持 に書いていきます」
ちが分かるな。 ☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①② ※ ツール（ウェビングマップ）を配付する。

・「だれって，だれって……たまだ」は，猫 ※ 必要に応じ，ツール（ウェビングマップ）
の言った言葉だ。この言葉からは，少し猫 の使い方を指示する。
が困った気持ちになっているのが分かる。

☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①② （使い方）
・「少し顔を赤くしました」は，猫のした言 ・中心円に，登場人物の名前を書く。

葉でいいかな。顔を赤くしたということは， ・中心円を起点に，登場人物の言動に関
恥ずかしい気持ちになっているのかな。 する言葉を書き出す。

☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①② ・書き出した言葉につなげて，その言葉
・「ももをだいじそうにかかえたまま」は， から分かる猫の心情を書き足す。

猫のした言葉だったな。この言葉からは，
ねずみからもらった桃を大切にしようとい ※ 適宜，どの言葉を選んだのか，その言葉
う猫の優しい気持ちが分かるな。 から猫のどのような心情が分かるのかを問

☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①② うていく。
・「ニャーゴ 小さな声で答えました」とい

う言葉は，猫の言った言葉だ。始めは大き
な声で叫んでいたのに，ここでは小さな声
になっているぞ。きっと，桃をくれたねず
みたちに「ありがとう」という気持ちをも
っているんじゃないかな。 ☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②

４ 人物像の根拠となる言葉と，その言葉から４ 人物像の根拠となる言葉と，その言葉から４ 人物像の根拠となる言葉と，その言葉から４ 人物像の根拠となる言葉と，その言葉から ・発問「どのような言葉を見付けましたか。
想像した猫の心情とを発表する。想像した猫の心情とを発表する。想像した猫の心情とを発表する。想像した猫の心情とを発表する。 また，その言葉からどのような猫の

気持ちを想像しましたか」
・猫の言った言葉で，「だれって，だれって ※ 数名を指名し，発表させる。

……たまだ」という言葉を見付けました。
この言葉からは，猫が少し困った気持ちに
なっていることが分かります。

☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②
・同じ言葉を見付けました。でも，猫の気持

ちが少し違います。その後に「少し顔を赤
くした」という言葉があったので，わたし
は，猫が恥ずかしい気持ちなんだと思いま
した。 ☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②

・「ももをだいじそうにかかえたまま」とい
う言葉から，ねずみからもらった桃を大切 ・説明「いろいろな言葉を見付けて，その言
にしようという猫の優しい気持ちが分かり 葉から猫の気持ちを考えたようです
ます。 ☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①②☆国語科①② ね」

・説明「次の時間は，みんなが見付けた言葉
や，その言葉から分かる猫の気持ち
を出し合って，『ニャーゴ』に出て
くる猫をどのような猫と紹介するか
をまとめましょう」

(3) 評 価(3) 評 価(3) 評 価(3) 評 価
教材文から猫の言動に関する言葉を見定めて，その言葉から分かる猫の心情を想像している。

（ツールの記述，授業中の発言）


